
協定留学近況報告書 

記 入 日 2022年 11月 12日 

留 学 先 大 学 ブカレスト大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：政治学部，（現地言語での名称）：political science 

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2022年10月－2023年7月 

明 治 大 学 で の 所 属 情報コミュニケーション学部 情報コミュニケーション学科 

学年（出発時本学での学年） 学部 ３年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学生に準

備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

語学：大学で、英語で行われている授業を積極的にとりました。政治学部では、多くの授業が英語で行われているので、

授業で使う英語を学ぶことができたので、取ることをお勧めします。準備不足だったことは、私が三年で出発したので、就

活の情報などを入手しておけばよかったと思います。 大学では英語が通じることがほとんどなので、ルーマニア語の勉強

よりも、英語の勉強を積極的にすることをお勧めします。     

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：学生ビザ 申請先：imigration office 

ビザ取得所要日数：約１ヶ月      

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：2万円 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

大学の入学許可書 授業料の支払いを証明できる物 収入を証明できる書類 犯罪歴を証明する書類 健康診断書 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

大学からメールが来るので、その手順に沿って行います 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

      

ビザ取得に関して困った点・注意点 

日本のビザは現地についてから３ヶ月以内にルーマニアの移民局で取得できるので、日本でしないといけないことはほと

んどありません。      

Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

一番入学の手続きで時間がかかったのは、戸籍謄本を大使館に認められた翻訳家に翻訳してもらわないといけないこと

です。ルーマニアの大使館に直接メールをして、翻訳家のリストをもらう必要があります。ルーマニアは事務作業の処理が

遅かったり、翻訳家のリストをもらっても連絡が取れないことがあるので、粘りづよく自分から連絡し続ける必要があります。   



Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 シンガポール航空 

航空券手配方法 
bookig.com 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 アンリ・コアンダ空港      現地到着時刻 18時      

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配

の出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 30分 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

メトロを使っても行くことがきますが、uber を使った方が安心です。uber は大体３０００円ほどで調達できます。タクシーは

ぼったくりに会う可能性があるので、注意した方がいいと思います。      

大学到着日 １０月１日１２時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 入学許可の時に、寮の手続きも一緒に済ませました 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

特にありません 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程       

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？       

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 １０月１日から 

  



Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

特になし 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

特になし 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

特になし      

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

携帯電話は、日本で使っていたものにシムを入れ替えて使用しています。到着した日に telecom という携帯会社に行き

手続きをしました。プリペイドのシムでもそれほど高くないので、それを使用してもいいと思いますが、契約した方が安く済ま

せられるので、一年契約をしました。その際に、学生証を見せる必要があるのですが、学生証は大学の事務局の準備が

終わらないともらうことができないので、最初の３週間ほどはプリペイドのシムを使用しました。ルーマニアは、日本ほどサー

ビスが良くないので、必ず SIM ロックの解除、A PNが合っているかを自分で確認したほうが確実に使えると思います。 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（１０月９日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

      

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

      

  



Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
                                          

9:00 
                                          

10:00 
                                          

11:00 
      asian 

political 
science 

                              

12:00 
                                          

13:00 
                                          

14:00 
political 
communicati
on 

            international 
political 
science 

                  

15:00 
    授業終了                               

16:00 
                                          

17:00 
                                          

18:00 
授業終了             授業終了                    

19:00 
                                          

20:00 
                                          

21:00 
                                          

22:00 
                                          

23:00 
                                          

24:00 
                                          

 

Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

ルーマニでは、日本と同等のサービスはないと考えた方がいいと思います。寮の生活は、１週間に一回ほどの頻度でお湯

が出なかったり、キッチンの電子レンジ、コンロが故障していたりします。また、寮も管理者が出勤する時間を確認してから

でないと申し込めないなど、インフラ・サービスに関しては、あまり期待しない方がいいと思います。しかし、寮には、世界中

からあつまった学生が来ており、交流することが可能です。私が出会っただけでも、フランス、ドイツ、ギリシャ、イタリア、ト

ルコ、カザフスタン、モンゴル、ガーナ、イエメン、スロバキア、ウクライナ、モルドバ、ポーランド、メキシコ、コロンビアなどが

出身の学生がいます。どの学生も勉強に対して熱心なので、政治について話す機会がよくあります。本当にいろんな視点

から日本を見ることができるので、とても刺激的で貴重な経験だと実感しています。また、自分が学習したい言語を使って

いる国の学生と交流することで、ルーマニア語、英語だけでなく、様々な言語を取得することが可能だと思います。 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

ルーマニアは、他の留学先に比べて、不便なことが多いと思います。しかし、歴史、風土、国民性全てが日本と違うところ

が、とても興味深いです。90 年代に革命が終わったこともあり、共産主義の名残を街並みから感じられたり、国を立て直

している最中である雰囲気を感じることができます。人々も、一見怒っているようで、実は助けてくれようとしていたりして、

とても暖かい国だなと感じています。また、アニメ（特にナルト）がとても人気で、日本人だというと、ルーマニアの学生たち

はとても興味をもってくれます。伝統的な料理も日本人の口に合うものが多く、とても美味しくて、私はルーマニアが大好

きです。もし、留学を通して、新しい価値観を得たい、様々な国の人と話してみたい、という人ならば、とてもお勧めできる

国だと思います。一方で、ホームレスの多さや、軽犯罪の多さ、インフラ整備、事務仕事が遅いことなどをストレスに感じる

人は、もしかすると合わないかもしれません。しかし、とても興味深い国なので、ぜひ留学先国の候補に入れてみてくださ

い。何か困ったことがあればいつでも聞いてくださいね！！   


